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誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ

誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ

新
入
園
児
の
泣
き
声
は

命
の
め
ぐ
り
と　

元
気
を
与
え
て
く
れ
る

今　

世
界
は　

リ
モ
ー
ト
で　

同
時
情
報
の
時
代
に
な
っ
た
が

果
た
し
て　

映
像
か
ら　

そ
の
国
の
事
や
心
が
伝
わ
る
の
だ
ろ
う
か

そ
ん
な
時　

思
い
出
さ
れ
た
の
は

日
本
独
立
の
恩
人　

ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
デ
ネ
・
ス
リ
ラ
ン
カ
大
統
領
が

雲
龍
寺
に
来
山
時　

園
児
に
向
け
て

「
皆
さ
ん　

世
界
の
平
和
は　

こ
う
し
て
人
と
人
と
が
出
会
い

お
話
を
す
る
こ
と
が　

大
事
な
ん
で
す
よ
」と
話
さ
れ
た
こ
と
を

今　

世
界
は
戦
争
な
ど
し
て
い
る
場
合
で
は
な
く　

北
極
の
氷
が
溶
け

慢
性
的
な
貧
困　

紛
争　

飢
餓　

九
人
に
一
人
が
飢
え
に
苦
し
む　

片
や　

世
界
全
体
で
年
間
約
四
十
億
ト
ン
の
食
品
が
作
ら
れ

十
三
億
ト
ン
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

２
０
３
０
年
ま
で
に　

よ
り
よ
い
世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
だ

さ
あ　

私
た
ち
も　
「
誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ
」

で
き
る
事
か
ら
始
め
よ
う
で
は
な
い
か

多
摩
養
育
園
は
全
拠
点
で　

福
祉
な
ん
で
も
相
談
を
開
始
す
る

地
域
に
寄
り
添
い　

一
緒
に
考
え
る
身
近
な
施
設
を
目
指
し
て

こ
の
取
り
組
み
が　

今
こ
こ
に
い
る　

幼
子
の
未
来
を
創
る
事
に
な
れ
ば
と

社
会
福
祉
法
人
　
多
摩
養
育
園

　
　 

理
事
長
　
足
利
正
哲
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（単位：千円）

合計 合計

事業活動による収支 施設整備等による収支

収　入 収　入

介護保険事業収入 973,240 施設整備等補助金収入 151,242

老人福祉事業収入 781,497 施設整備等寄附金収入 0

保育事業収入 2,602,030 設備資金借入金収入 30,000

障害福祉サービス等事業収入 538,838 固定資産売却収入 0

生活保護事業収入 421,873 その他の施設整備等による収入 0

医療事業収入 25,018 施設整備等収入計(4) 181,242

介護予防事業収入 202,322 支　出

雇用関係助成金収入 0 設備資金借入金元金償還支出 91,951

その他助成金収入 0 固定資産取得支出 267,013

子供食堂推進事業収入 0 固定資産除却・廃棄支出 0

駐車場経営収入 2,700 ファイナンス・リース債務の返済支出 24,849

借入金利息補助金収入 4,023 その他の施設整備等による支出 0

経常経費寄附金収入 590 施設整備等支出計(5) 383,813

受取利息配当金収入 289 施設整備等資金収支差額(6=4-5) 202,571△          

その他の収入 56,072 その他の活動による収支

流動資産評価益等による資金増加額 0 収　入

事業活動収入計(1) 5,608,492 積立資産取崩収入 68,104

支　出 その他の活動による収入 0

人件費支出 3,798,131 その他の活動収入計(7) 68,104

事業費支出 805,985 支　出

事務費支出 651,260 積立資産支出 216,154

利用者負担軽減額 280 その他の活動による支出 0

支払利息支出 9,904 その他の活動支出計(8) 216,154

その他の支出 44,771 その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 148,050△          

事業活動支出計(2) 5,310,331 予備費支出(10) 12,600

事業活動資金収支差額 (3=1-2) 298,161 当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) 65,060△           

勘　定　科　目 勘　定　科　目

４４．．地地域域連連携携室室  
(1) 福祉なんでも相談の開始 

(2) 各関係機関との積極的な連携による情報

分析・検討 

(3) 働きやすい労働環境の整備 

(4) 安心、安全なその人らしい生活ができる

環境の保障 

５５．．施施設設部部  
(1) 地域における積極的介護予防活動の推進 

(2) 施設の安定した運営の確立 

(3) 働きやすい労働環境の整備 

(4) 多職種連携による支援計画の立案と支援

の強化 

(5) 改築計画、資金計画の見直し 

６６．．保保育育部部  
(1) 地域共生社会の実現を目指し、社会資源 

としての役割を強化 

(2) 社会情勢を踏まえた事業の着実な推進 

(3) 職員満足度の向上に努め定着を図る 

(4) 理念に基づいた保育の実践及び探求 

 

 

 

１１．．重重点点項項目目  
(1) あらゆる人々の活躍の推進 

(2) 持続可能な財政経営を実現 

(3) 魅力ある職場づくり、人材確保、定着、

育成 

(4) 利用者サービスの向上、安心かつ安全な    

環境の整備 

(5) 精華改築事業を推進 

２２．．管管理理部部  
(1) 地域共生社会の実現に向け、ニーズを把

握した事業の検討 

(2) 安定経営を見据えた財務管理 

(3) 適切な労務管理と職員処遇の向上 

(4) 大規模修繕及び改築に向けた計画、調整 

３３．．企企画画広広報報室室  
(1) 地域住民を主体とした、コロナ禍での 

新たな事業の企画 

(2) 法人内外の声を幅広く吸い上げ、新た 

 な戦略を打ち立てる 

(3)   SNS を活用した情報発信、情報共有 

(4) 様々な年代、異業種とつながり、アイ

デアを共有、結合することで、価値を

生み出す 

令令和和３３年年度度  事事業業計計画画  

 令令和和３３年年度度  当当初初予予算算  
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多摩養育園法人本部

光明第五保育園多 摩 特 養
老人ホーム

地
域
と
の
絆

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
事
が
制
限
さ
れ
、
行
き
場

の
な
い
状
況
が
続
く
中
、
地
域
と
の
絆
を
実
感
し
た
一
年
。

こ
ん
な
時
こ
そ
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
域
の
大
き
な
家

「
青
空
食
堂
」「
ヨ
ガ
」な
ど
、
感

染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
地
域

拠
点
活
動
を
徐
々
に
開
催
。
参

加
者
か
ら
は「
足
を
運
べ
る
場
所

が
あ
る
の
は
嬉
し
い
」と
笑
顔
の

輪
が
広
が
る
。

願
い
よ
叶
え
！
無
料
塾
　
楢
の
里

中
学
3
年
生
を
中
心
に
開
催
さ
れ
て
い
る
無

料
塾
。
受
験
を
控
え
た
学
生
に
向
け
、
絵
馬

を
用
意
。
願
い
を
書
く
姿
か
ら
受
験
生
の
強

い
意
思
が
感
じ
ら
れ
た
。
絵
馬
は
、
合
格
祈

願
で
も
知
ら
れ
る
天
海
山
雲
龍
寺
に
奉
納
。

医
療
従
事
者
へ
の
応
援

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
医
療
現
場
に
従

事
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
感
謝
と
応

援
の
意
を
込
め
、
多
摩
養
育
園
18

施
設
で「
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
」を
点
灯
。

心
温
ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

交
流
で
き
る
日
が
待
ち
遠
し
く
、
不
安
な
日
が
続
く
毎
日
。

地
域
の
皆
様
か
ら
の
手
作
り
の
品
物
、
植
物
な
ど
を
頂
き
ま

し
た
。
お
手
紙
に
は
「
笑
顔
で
会
え
る
日
ま
で
お
互
い
に
健

康
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
職
員
へ
の
温
か
い
励
ま
し
の

言
葉
が
記
さ
れ
、
繋
が
り
を
実
感
。

福
祉
な
ん
で
も
相
談

令
和
3
年
4
月
よ
り
、
各
施
設
で

新
た
な
地
域
貢
献
と
し
て
「
福
祉

な
ん
で
も
相
談
」
を
開
始
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
、ど
ん
な
悩
み
で

も
多
摩
養
育
園
職
員
が
丁
寧
に
伺

い
ま
す
。皆
様
の
気
に
な
る
こ
と
な

ど
を
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
大
活
躍
！！

制
限
あ
る
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続

し
て
下
さ
っ
て
い
る
地
域
の
皆
様
。
保
育
園
で

は
園
舎
周
り
の
清
掃
、
教
材
準
備
の
お
手
伝

い
、
花
壇
の
整
備
を
。
み
な
さ
ん
の
力
が
施
設

の
活
力
に
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多
摩
養
育
園
福
祉
ま
つ
り
２
０
２
０

今
年
度
は
、
多
く
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
取
り

組
ん
で
き
た
11
年
間
の
歩
み
を
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
と
動
画
配
信
で
開
催
。

『
コ
ロ
ナ
は
世
界
を
変
え

た　

し
か
し  

改
め
て
つ

な
が
る
こ
と  

助
け
合
う

こ
と  

離
れ
て
い
て
も  

近

く
に
い
て
も
つ
な
が
る
大

事
さ
を
教
え
て
く
れ
た
』

大大 きき なな

地 域
の

家
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多
摩
養
育
園
の

多
摩
養
育
園
の    

秋秋  

冬冬

●�

運
動
会�

10
月

か
け
っ
こ
や
遊
戯
、
自
分
自
身
で
目
標
を
決

め
挑
戦
す
る
サ
ー
キ
ッ
ト
、
遊
び
の
中
で

培
っ
て
き
た
力
を
発
揮
。
最
後
ま
で
諦
め
ず

頑
張
る
子
ど
も
達
の
姿
に
感
動
の
拍
手
が
。

●�

ク
リ
ス
マ
ス
会�

12
月

待
ち
に
ま
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
。各
施
設
で
3
密

対
策
を
講
じ
な
が
ら
趣
向
を
凝
ら
し
開
催
。

リ
モ
ー
ト
配
信
も
利
用
し
、入
居
者
様
も
園

児
も
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場
に
大
喜
び
。

●�

新
年
祝
賀
式�

1
月
1
日

新
た
な
年
の
幕
開
け
と
な
る
新
年
祝
賀
式
を

開
催
。理
事
長
挨
拶
、コ
ロ
ナ
収
束
を
祈
念
す

る
今
年
の
一
文
字
「
祈
」の
書
初
め
、だ
る
ま

の
目
入
れ
を
リ
モ
ー
ト
で
実
施
。

●�

初
午�

2
月
3
日

2
月
最
初
の
午
の
日
に
お
稲
荷
様
に
五
色
の

旗
を
飾
り
、五
穀
豊
穣
を
祈
念
。楢
の
里
で
は
、

開
設
当
初
か
ら
お
祀
り
し
て
い
た
お
稲
荷
様

の
社や

し
ろ

を
新
調
。

●�

法
人
一
斉
避
難
訓
練�

3
月
11
日

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。犠
牲
と
な
ら
れ

た
多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

共
に
、法
人
で
は
地
震
・
火
災
を
想
定
し
た
訓

練
を
今
年
も
全
施
設
に
て
一
斉
に
実
施
。

●�

赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳
末
助
け
合
い
運
動

赤
い
羽
根
共
同
募
金
総
額
１
４
３
，９
１
３
円
を

東
京
都
共
同
募
金
会
へ
。歳
末
助
け
合
い
募
金

総
額
１
５
４
，９
８
５
円
を
施
設
所
在
各
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

●�
初
詣
　�

1
月
8
日

全
園
年
長
270
名
が
参
加
の
初
詣
。雲
龍
寺
住

職
に
、リ
モ
ー
ト
で
ご
祈
祷
い
た
だ
き
、一
日

も
早
い
、コ
ロ
ナ
の
収
束
と
園
児
の
健
康
と
平

和
を
祈
念
。

●�

節
分
　�
2
月
2
日

１
８
９
７
年
依
頼
、124
年
ぶ
り
に
2
月
2
日

と
な
る
令
和
3
年
の
節
分
。「
鬼
は
外
、福
は

内
」と
入
居
者
様
、園
児
が
元
気
に
豆
を
ま
い

●�

遊
戯
会�

12
月

遊
び
の
中
で
培
か
わ
れ
た
、話
す
、歌
う
、表
現

す
る
力
。子
ど
も
達
が
主
体
と
な
っ
て
劇
や
台

詞
、振
り
付
け
を
決
め
る
。舞
台
で
は
、表
現
の

楽
し
さ
が
伝
わ
る
生
き
生
き
と
し
た
姿
が
。

●�

車
人
形
鑑
賞�

10
月
～
11
月

国
・
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
・
東
京
都
指
定
無

形
文
化
財
、多
摩
養
育
園
福
祉
大
使
で
も
あ

る
八
王
子
車
人
形
の
西
川
古
柳
家
元
の
ご
厚

意
に
よ
り
、今
年
も
光
明
保
育
園
を
巡
回
公

演
。車
人
形
の
技
法
に
触
れ
、日
本
文
化
の
素

晴
ら
し
さ
を
体
感
。

て
鬼
退
治
。



5

節

第６２号

光
明
の
保
育
　「
や
り
た
い
」
が
「
で
き
た
」
に
な
る
ま
で

や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、や
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
。「
明
日
は
こ

れ
を
や
ろ
う
！
」毎
日
、目
的
を
も
っ
て
保
育
園
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
。

自
分
で
「
や
り
た
い
」と
思
っ
た
こ
と
だ
か
ら
。出
来
な
く
て
も
、何
度

も
挑
戦
。す
ぐ
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、急
が
す
の
で
は
な
く
。私
た
ち

は
、子
ど
も
の
自
立
的
な
「
育
ち
」を
見
守
り
、支
え
る
。そ
れ
が
私
た
ち

の
光
明
の
保
育
で
す
。

育
ち
合
う
力

養
育
園
の
支
援
　
自
然
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

日
々
ゆ
っ
く
り
と
過
ぎ
て
い
く
時
の
中
、小
さ
な
変
化
や
何
気
な
い
会

話
は
、自
然
と
笑
顔
に
つ
な
が
る
。入
居
者
様
や
職
員
の
笑
顔
は
、生
活

の
活
力
に
な
る
。

入
居
者
様
一
人
ひ
と
り
の
思
い
に
寄
り
添
い
、支
え
る
。こ
れ
が
多
摩
養

育
園
の
支
援
で
す
。

入
居
者
様
の
言
葉
は
、
職
員
の
笑
顔
に

み
ん
な
が
集
う
、
笑
顔
が
集
う

涙
の
別
れ
を
笑
顔
の
別
れ
に

世
代
を
超
え
た
交
流
は
、
笑
顔
に
つ
な
が
る

身
の
回
り
の
様
々
な
も

の
に
興
味
を
示
し
、
そ

の
子
な
り
の
や
り
方
で

関
わ
ろ
う
と
す
る
。
保

育
者
は
、
子
ど
も
の
行

動
や
発
す
る
言
葉
を
よ

く
観
察
し
、
今
何
に
興

味
関
心
を
抱
い
て
い
る

の
か
考
え
な
が
ら
、
環

境
作
り
の
工
夫
を
繰
り

返
す
。

聞
こ
え
る
子

ど
も
た
ち
の

声
、
温
か
な

日
差
し
。
自

然
と
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
る
、

入
居
者
の
皆

様
。

入
居
者
様
の
一
言
に
ほ
っ
と
笑
顔
に
な
る
。『
あ
な
た
の

笑
っ
て
い
る
顔
を
見
る
と
元
気
が
で
て
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
る
の
』と
言
わ
れ
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。」と
心
温
ま
る
。

新
た
な
生
活
の
場
に
向
け
て
旅
立
つ
方
に
、
激
励
の

声
掛
け
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
不
安
や
悲
し
み
等
を
減

ら
し
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
は
、
入
居
者
様
、
職
員

で
お
別
れ
会
を
開
き
、
最
期
の
「
お
疲
れ
様
」
の
一

言
を
。

人
と
人
と
の
交

流
は
形
や
や
り

方
が
変
わ
っ
て

も
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
。

各
施
設
に
お
い
て
、
新
た
な
形
式
の

リ
モ
ー
ト
世
代
間
交
流
を
実
施
、
参

加
者
か
ら
は
「
遠
く
の
孫
と
な
か
な

か
会
え
な
い
か
ら
、
子
ど
も
の
顔
を

見
て
交
流
で
き
る
の
は
楽
し
い
よ
」

と
好
評
。

ご
家
族
や
園
児
、

ご
近
所
の
方
や
入

居
者
の
皆
様
。
人

と
人
と
の
触
れ
合

い
は
、
心
を
豊
か

に
し
て
く
れ
る
。

日
常
の
日
向
ぼ
っ

こ
も
笑
顔
あ
ふ
れ

る
楽
し
い
時
間
に

な
る
。

み
ん
な
で

作
り
上
げ
る
行
事

行
事
は
、そ
の
時
々
の
子
ど

も
の
発
達
を
見
せ
る
。

 「
そ
の

子
の
何

が
育
っ

て
い
る

の
か
」

と
い
う

事
を
大

切
に
す

る
。

好
奇
心
旺
盛
な
乳
幼
児
期
。色
々
な
こ
と
に
挑

戦
す
る
子
ど
も
達
。友
達
と
関
わ
る
中
で
、時
に

喧
嘩
を
し
な
が
ら
、思
い
や
考
え
を
共
有
し
、と

も
に
成
長
し
、喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら「
協

同
性
」が
育
ま
れ
て
い
く
。

興
味
が
気
持
ち
を
掻
き
立
て
る

記事は「こう
みょうだよ
り」より
バックナン
バーは、こち
らから
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題
字
・
表
紙
写
真　

足 

利 

正 

哲

期
間
：
令
和
2
年
9
月
1
日
～

令
和
3
年
2
月
28
日

ご
芳
情

魚
國　

オ
リ
ン
パ
ス
株
式
会
社　

小
関
伸
吾　

重
田
明
子　

精
華
家
族
会　

橋
本
キ
ヨ　

濱
中

キ
ン
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

足
利
正
尊　

井
口
良
雄　

池
田
恵
美
子　

石
井

美
一　

伊
勢
恒
二　

市
川
和
夫　

岩
瀬
睦
子　

梅
沢
静
子　

江
成
由
美
子　

大
中
津
也
子　

大

石
英
俊　

岡
本
悦
江　

荻
島
一　

小
佐
野
恵
美

子　

長
田
誠
一　

勝
山
紀
美
子　

加
藤
樹
一　

来
住
野
幸
子　

来
住
野
典
子　

君
島
航
平　

久

保
里
香　

駒
澤
キ
ヨ
エ　

小
峰
正
次　

斎
藤
章

下
田
義
則　

鈴
木
孝
昭　

鈴
木
彩
美　

須
田
キ

ヨ
子　

高
橋
茂
子　

高
尾
山
と
ん
と
ん
昔
語
り

部
の
会　

髙
橋
眞
弓　

武
田
大
介　

田
邉
孝
視

土
井
俊
玄　

土
井
俊
彦　

東
京
都
立
大
学
児
童

文
化
研
究
会　

友
近
や
っ
く
ん　

豊
田
義
主　

仲
川
フ
ミ
子　

中
川
康
行　

西
尾
ト
シ
子　

西

川
ナ
ミ
子　

畠
山
勝
実　

花
谷
栄
次　

濱
野
康

子　

早
川
澄
得　

原
田
信
夫　

府
中
市
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
元
気
一
番
！
ひ
ろ
め
隊　

宝
寿

会　

星
野
拓
也　

前
島
美
津
枝　

前
野
栄
作　

益
田
喜
子　

真
弓
幹
子　

宮
野
哲
雄　

村
上
沙

織　

茂
手
木
斉　

柳
川
末
夫　

山
田
浩
二　

山

下
徳
次　

山
下
友
之　

湯
澤
美
夏　

渡
辺
栄
子

渡
邉
艶
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

ご
支
援
、ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編 後集 記 ○
資
格
取
得
○
○

保
育
士
資
格

 

光
明
第
一
保
育
園 

高
橋　

舞

社
会
福
祉
主
事

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
竹
の
里 

安
藤
美
佳

実
務
者
研
修
修
了

 　
　
　

多
摩
特
養
老
人
ホ
ー
ム 

浦
野
寛
之

 
 

山
下
健
治

○
表
彰
○
○
　

救
急
業
務
協
力
者
表
彰 

光
明
第
六
保
育
園

 
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
楢
の
里

 
 

光
華

火
災
予
防
業
務
協
力
者
表
彰

 
 

光
明
第
八
保
育
園

�

八
王
子
の
名
僧
　卜ぼ

く

山ざ
ん

⑲�

連
載

 『
郷
土
を
慈
し
む
気
持
』

　

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）、
師
百

二
十
歳
。
九
月
十
八
日
、
卜
山
師

は
信
松
院
二
世
禅
山
薫
説
を
入
室

さ
せ
教
導
し
た
。

　

こ
の
日
は
旧
暦
。
今
の
暦
で
は

十
月
に
相
当
。
十
三
夜
、満
月
の
頃
。

次
の
公
案
を
問
い
か
け
た
。「
其
方
は
、
月
が
二
つ

あ
る
、
こ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
。」
―
こ
の
公
案
は
、

曹
洞
宗
四
世
瑩け
い

山ざ
ん

和
尚
が
と
り
あ
げ
て
以
来
、
重
ん

じ
ら
れ
て
い
る
。

　

月
が
二
つ
と
は
、
中
天
に
澄
み
き
っ
て
輝
く
月
、

地
上
の
山
や
川
、
町
や
村
を
照
ら
し
、
人
々
に
四
季

の
生
活
の
営
み
を
与
え
る
月
の
光
、
こ
の
二
つ
を
指

す
。
中
天
の
月
は
悟
り
の
境
地
、
地
上
に
そ
そ
ぐ
月

光
は
、
時
の
流
れ
を
あ
ら
わ
す
。

　

卜
山
さ
ま
は
こ
の
答
え
を
よ
し
と
し
て
、
印
可
し

た
。
こ
の
公
案
に
、
百
二
十
年
の
生
涯
の
想
い
を
託

し
た
。
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
の
は
、
こ
の
八
王
子

の
山
、
そ
し
て
川
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
だ
。

郷
土
を
慈
し
む
こ
の
気
持
こ
そ
が
、
釈
尊
の
教
え
を

深
く
つ
か
ま
せ
、
悟
り
に
至
る
道
を
き
り
ひ
ら
い
て

く
れ
た
。

　

八
王
子
の
西
方
山
地
の
風
光
が
神
霊
の
宿
る
場
所

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
認
識
、
こ
れ
を
皇
室
は

抱
か
れ
て
お
ら
れ
た
。
卜
山
は
、
そ
う
拝
察
し
た
。

　

今
こ
こ
に
、
大
正
天
皇
、
昭
和
天
皇
の
み
さ
さ
ぎ

（
御
陵
）
が
た
つ
。 

文　

AM
生

6

第６２号

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
で

確
認
さ
れ
て
か
ら
、
1
年
が
経
過
。

私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
テ
レ
ワ
ー

ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
、
新
し
い

生
活
様
式
と
共
に
過
ご
す
日
々
も
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
毎
日

で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
日
雨
上
が
り

に
、
ふ
と
空
を
見
上
げ
る
と
、
ア
ー

チ
状
の
大
き
な
虹
が
出
現
。
虹
は「
願

い
が
叶
う
・
明
る
い
未
来
の
到
来
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
。
虹
は
暖
か
な
感

触
を
残
し
て
い
つ
の
ま
に
か
消
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
心
の
中

の
、
人
と
人
と
を
繋
げ
る
虹
は
い
つ

で
も
美
し
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
収
束
と
平
穏

な
日
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
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